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品は湛水直播水稲での苗立ち改善・向
上を目的にしたものだが，2008 年に
失効した。

再び農薬登録を目指した公的試験は
2015 年から行われ，2022 年 10 月に
住友化学株式会社が，ぶどう（巨峰，
ピオーネ）の着色促進を目的にアブシ
シン酸液剤「アブサップ ® 液剤」とし
て農薬登録を取得し，販売を始めた。
本製品を使用することで，これまで着
色不良による品質低下に悩んでいた生
産者の問題解決の糸口となり，収益向
上に寄与することが期待される。
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表-1　国内におけるアブシシン酸の実用検討および農薬登録の流れ

年 内容

平成 5年（1993年） 水稲の健苗育成目的でアブシシン酸の作用性試験および適用性試験開始

平成 8年（1996年）
三共アグロ株式会社および北興化学工業株式会社が
アブシジン酸水溶剤「三共アブシジン酸水溶剤」および「ホクコーアブシジン酸水溶剤」の農薬登録を取得

平成20年（2008年） 「三共アブシジン酸水溶剤」および「ホクコーアブシジン酸水溶剤」の農薬登録失効

平成27年（2015年） ぶどう（巨峰，ピオーネ）の着色促進目的でアブシシン酸の適用性試験開始

令和 4年（2022年） 住友化学株式会社がアブシシン酸液剤「アブサップ液剤」の農薬登録を取得
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コメ・コメ加工品の輸出実績

表 -1　コメ・コメ加工品の輸出実績

2023 年のコメ・コメ加工品の輸出総額は 577 億円で，
2020年の347億円から1.6倍に伸びている。数量 (原料⽶換算)
についても同様である（表 -1）。2024 年 1 ～８月の対前年同
期⽐でみると，+ ７％と増加傾向は続いている。主な輸出先は，
⽶国，中国，香港がほぼ同じ割合で，それぞれが２割強を占める。

品目別に輸出額をみると，日本酒が最も多く，全体の
71.2％を占めている。中国が最大の輸出先で 30％を占め，⽶
国 22％，香港 15％と続く。

次いでコメとなるが，輸出額は 94 億円で全体の 16.3％，輸
出数量は 37,186 トン（精⽶・⽞⽶・籾・砕⽶）である。主な
輸出先は香港が 28％，⽶国 19％，シンガポール 12％で，日
系の中⾷・外⾷を中⼼した需要が増え，輸出は大きく伸びてお
り，2020 年に⽐べると約 1.8 倍となっている。

なお，以下の品目も数量・⾦額ともに増加している。⽶菓

（あられ・せんべい）は，輸出数量（原料⽶換算）3,880 トン，
輸出額 61 億円（全体の 10.6％）で，主な輸出先は⽶国 27％，
台湾 20％，香港 16％である。パックご飯等は，輸出数量（同）
837 トン，輸出額 10 億円（全体の 1.7％）で，輸出先は⽶国
34％，香港 18％，台湾 17％である。⽶粉及び⽶粉麺は，輸出
数量 125 トン，輸出額 0.8 億円（全体の 0.1％）で，輸出先は
タイ29％，⽶国18％，台湾14％，シンガポール12％，ドイツ９％
となっている。

なぜ，ドイツで⽶粉？　と思って調べて見ると，⽶粉は小麦
などに含まれるグルテンを含んでいないグルテンフリーの⾷品
素材である。小麦アレルギーがあるヨーロッパの人々にとって，
日本から輸入した⽶粉を使ってのグルテンフリーのパンやお菓
子に人気が出て，一定量の⽶粉の消費が生じているようである。

（K.O）

　統計データから

1 2 3 4 5
合  計 36,569 347 58,473 577 ⽶国  22.3 中国  22.2 ⾹港  21.8 台湾   8.6 韓国   5.7
コ メ 19,781 53 37,186 94 ⾹港  27.9 ⽶国  18.8 Singapore 12.3 台湾   ９.4 カナダ 4.2
⽶  菓 3,589 45 3,880 61 ⽶国  26.8 台湾  20.1 ⾹港  15.5 韓国   ５.1 Singapore 4.8

⽇本酒 （清酒） 12,257 241 16,445 411 中国  30.3 ⽶国  22.1 ⾹港  14.7 韓国   7.1 台湾   6.5
パックご飯等  634 7 837 10 ⽶国  34.2 ⾹港  17.6 台湾  17.0 韓国   5.6 Singapore 5.2

⽶粉及び⽶粉製品 308 0.7 125 0.8 タイ  29.2 ⽶国  17.5 台湾  13.5 Singapore 12.3 ドイツ  8.9

表ー１ コメ・コメ加⼯品の輸出実績

注）出典は⽶に関するマンスリーレポート。
  表中の数量は原料⽶換算。また，コメ（精⽶・⽞⽶・籾・砕⽶）は援助⽶を除いたもの。

品 ⽬ 名
2020年 2023年

主な輸出先国と全体の輸出⾦額に占める割合 （数字は％）数 量
（ｔ）

⾦ 額
（億円）

数 量
（ｔ）

⾦ 額
（億円）


